
新中期経営計画 「Ortus Stage 1」
Ortus(オルタス): ラテン語「はじまり、誕生」

2014年5月14日



内容

Ⅰ. 長期経営ビジョン

Ⅱ. 新中期経営計画の経営目標

Ⅲ. 構造改革

Ⅳ. イノベーション

Ⅴ. グローバリゼーション

Ⅵ. M&A戦略

Ⅶ. 投資計画



【今後の株主還元方針】

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして位置づけており、安定的な配当を維持しつつ、業績に連動した配当
政策を進めてまいります。今後は新中期経営計画に掲げた戦略方針に基づき、業績の更なる向上に努め、当中期経営計画期間（２０１４年
～２０１６年度）において連結配当性向の引き上げをめざします。

Ⅰ. 長期経営ビジョン

2022年度までに、
『売上高1兆円・営業利益率10%・ROCE10%以上・海外売上高比率50%以上』
を実現

⇒ 新中期計画を長期経営ビジョン達成のための第一ステージと位置付け、新たな収益基盤を築くための
基礎作りと体制整備を図る
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Ⅱ. 新中期経営計画の経営目標

2016年度に、
『売上高6,000億円・営業利益率7.5%・ROCE8%以上・海外売上高比率40%以上』
達成を目指す
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新中期経営計画 「Ortus Stage 1」
(売上高:億円) (営業利益率)

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2022年度
売上高 4,683 5,227 5,500 5,700 6,000 10,000
営業利益 248 314 350 380 450 1,000
営業利益率 5.3% 6.0% 6.4% 6.7% 7.5% 10.0%
海外売上高比率 28% 31% 34% 36% 40% 50%以上
設備投資・投融資 359 713 473 366 1,161 -
純有利子負債残高 2,286 2,197 2,090 2,003 2,410 -
ネットD/Eレシオ 1.12倍 0.80倍 0.72倍 0.66倍 0.74倍 -
ROCE 5.5% 6.2% 6.4% 7.0% 8.0% 10.0%

構造改革・成長戦略 最適化・規模拡大



Ⅲ. 構造改革

施策実施によって、60～70億円/年の固定費削減(対2014年3月期比)達成が目標

・ 国内事業は低成長が継続

・ 海外事業は伸長

・ 安定的な収益基盤維持

・ 確実な成長機会の取り込み

・ 国内事業: 効率化・最適化
・ 海外事業: 経営資源の重点投入

国内

海外

実施済みの施策 「Ortus Stage 1」期間中に実施予定の施策

・早期退職者特別優遇措置の実施 ・ 組織の見直し＝業務本部、電子機材事業本部を

産業ガス事業本部へ統合

・ シェアードサービス化推進による間接業務の効率

化

・ サプライチェーンの強化

・ ガスエンジニアリング機能の見直し

・ 関係会社の再編

・ 組織の見直し

= 国際・経営企画本部の新設
・ 人員再配置(海外事業への要員重点投入)

現状認識 目的 施策

人事及び賃金制度

見直し



Ⅳ. イノベーション

天然ガス・シェールガス等の世界的なエネルギーを巡る環境変化を捉え、次世代の核
となる新規事業を創出

社外のイノベーションを積極的に取り込み、グローバル市場を見据えた新規商材の開
発を加速

“イノベーション”の定義 = 新しい技術やアイデアを基に、全く新しい価値を創造する

・ 三菱ケミカルホールディングスグループとの連携強化による新規シナジー創出

― 海外オンサイト事業、人工炭酸泉、新素材

・ オープンイノベーション

― ベンチャー投資、M&Aを通じた高付加価値製商品の開発 / 販売

・ 新規エネルギー事業の開発

― 天然ガス液化事業、水素オンサイト事業、シェールガス関連事業

・ 成長市場への新規戦略製商品の投入

― 水素ステーション、超電導冷却システム、PSA式窒素発生装置、酸素安定同位体標識水(水－18O)、
ヘリウムコンテナ、新素材、他



Ⅴ. グローバリゼーション

「Ortus Stage 1」の期間中に事業の本格的なグローバル展開を進め、長期的(2022
年)には、海外売上高比率を50%以上に引き上げ

成長機会の確実な取り込みに向けて、米国・新興国等で経営資源を戦略的に投入

欧州

中東

南米

北米

日本

東アジア

インド

・ 海外経営体制の現地化推進: グローバルイノベーショングループ新設、中国、インド、東南アジア事業体制
・ 国内グループ会社のグローバル展開強化: 東南アジア等
・ グローバル人財の育成: 海外事業への人員シフト、海外トレーニー制度の導入
・ 国際財務報告基準(IFRS)導入
・ グローバル規模での技術リスク管理の強化

東南アジア
オセアニア

日本・北米・アジアを主要市場としながら、
M&A・事業開発といった施策によって、事
業エリアを強力に拡大

大陽日酸グループ既存拠点



Ⅵ. M&A戦略

未進出国を含めたグローバル市場の開拓・参入を実施し、事業規模拡大の加速

・ 販売チャネル、製品、地域ポートフォリオの拡充
・ 規模拡大、事業密度向上による収益性改善
・ 人財・技術・ノウハウの獲得並びに有効活用

西欧

東欧

アフリカ

インド及び周辺

日本

東アジア

北米

中東

オセアニア

大陽日酸グループ既存拠点
産業ガス市場規模(2010年) *出典:ガスジオラマ
産業ガス市場規模(2022予測) *当社推定

東南アジア

南米



Ⅶ. 投資計画

事業会社M&A・ベンチャー投資・大型設備投資・合理化投資など、国内外において3
年間で2,000億円の戦略的投資を実施

投資計画 (戦略区分)

投資計画 (地域区分)

通常投資 750億円

M&A 400億円

大型設備投資・合理化投資 820億円

ベンチャー投資 30億円

合計 2,000億円

日本 580億円

米国 770億円

アジア他 650億円

合計 2,000億円

投資事例

山口県周南市
酸素安定同位体標識水(水－18O)製造プラントの増設

米国フロリダ州Lakeland
シェールガス革命による産業回帰が進む米国での空気分離装置新設


